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うまくいかないことを一緒に体験できた喜び  

                                    校 長  

先日、校内球技大会がありました。種目は男女別でドッヂボールとバレーボールです。チームは学年別

で他学年との対抗戦です。試合前に学年のチームごとに円陣を組み、声出しを行って士気を高める姿がと

ても微笑ましく映りました。 

ドッヂボールではスピードボールをキャッチする姿に歓声が上がっていました。バレーボールは勢い

のあるサーブでサービスエースを取る場面や、３段返しのアタックが決まる場面があり、好プレーを連発

する生徒に大きな拍手が起こっていました。経験豊富な３年生だけでなく、１、２年生も健闘し、すべて

の学年が大いに盛り上がっていました。 

自分のチーム、自分の学年への声援だけでなく、好プレーに対して相手の学年へのリスペクトがあり、

会場はとても良い雰囲気に包まれました。実況の生徒も他学年をたたえる雰囲気づくりに一役買ってい

ました。教室の授業だけでなく、体育館の行事で楽しく生き生きした生徒の姿が見られ、とても素晴らし

い球技大会でした。 

と、ここまでは球技大会大好き派の視点で書きました。スポーツ好きで運動能力も高く、好プレーを連

発して周りから拍手を浴びる人がいる一方で、スポーツが苦手で自分のところにボールが来たらどうし

よう、自分の失敗のせいでチームに迷惑が掛かったらどうしようと心配になっている人もいたのではな

いかと思います。自分の近くに何回もボールが来て、何回も相手にポイントを取られて苦しい思い、嫌な

思いをした人がいたかもしれません。 

しかし、今回の球技大会を見ていて、そういう人も決して独りぼっちではなかったと思いました。苦し

い連続失点が続いても、じっと耐える人、その人に「大丈夫だよ」と寄り添う人、そんな姿がありました。

この、うまくいかない場面に一緒に居合わせて、一緒にじっと耐えたり、言葉を掛け合ったりすることは

なんと貴重な体験なのでしょう。好プレーの連発で大盛り上がりを

することよりもずっと尊いのではないでしょうか。世の中はうまく

いくことばかりではありません。思い通りにならないことが多く、

苦しく、つらいことも多くあります。その時こそ、一人ではなく誰

かと一緒にじっと耐えたり、励まし合ったりする必要があります。 

球技大会の一場面を見ていて、そんなことを感じました。喜びが

ある素晴らしい球技大会でした。 



〜地域講師の協力によるさまざまな体験授業を実施しました〜 

３年生が「命・きずなを考える講座」を受講 

１２月５日（木）、３年生は上越市の助産師を講師に招き、「命・

きずなを考える講座」を受講しました。講師の助産師から、思春

期に起こる体の変化や、命が誕生することの尊さ、困ったときに

は信頼できる大人に相談することなど多くのことを教えていた

だきました。 

生徒は赤ちゃん人形の抱っこや着替えも体験し、赤ちゃんが生

まれてくることの尊さ、育てることの大変さと喜びを実感してい

ました。 

２年生が海洋高校出前授業でサバ調理を実習 

先月、２年生は県立海洋高校の実習職員と生徒を講師に、

魚調理の出前授業を受けました。これは魚についての理解を

深め、実習をとおして魚のさばき方や調理方法を習得させる

ために実施しました。 

生徒は講師の指示に従い、大きなサバを包丁で慎重にさば

いていました。サポート役の高校生にも積極的に質問し、興

味関心を高める中で魚の調理方法を習得していました。 

サバは海洋高校で開発した魚醤「最後の一滴」で味付けを

して、おいしい焼き魚になりました。最後に全員でサバの醤

油焼きを食べ、おいしさをかみしめていました。 

１年生が上越市観光アプリの音声を制作〜総合的な学習の時間〜 

１２月１３日（金）、１年生は総合的な学習の時間に学んでき

た地域の魅力を、上越市の観光ガイドアプリの音声ガイドに収

録しました。これは、上越市の観光開発事業の指定を受けた広

告企画事業所のオフィス M に協力いただくことで、学んだ成果

を実際の上越市の観光アプリ「Your Travel Agent（ユア・トラベ

ル・エージェント）」に音声収録して実際に発信するものです。 

生徒は１０月の校外学習で春日山城跡や歴史博物館を見学、

１１月に観光名所を案内する音声アプリに入れる原稿を作成

しました。１２月１３日は観光アプリの開発者が来校し、本校の放送室で音声案内を録音しました。録音

開始直後の生徒はやや緊張した様子でしたが、録音後は、学習の成果を形にできた達成感で自信に満ちた

表情が見られました。（様子は令和６年１２月１５日付上越タイムスに掲載されています。） 

〜今後も自信をもって夢に向かう、八千浦愛にあふれた生徒を育成していきます〜 


